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平成 27 年 第 11 回 教育委員会定例会議事録 

招 集 日 時 平成 27年 9月 24 日（木曜日） 午後１時 30分開会／午後 3時 00分閉会 

招 集 場 所 市民会館 2階 第 7会議室 

出 席 委 員 上田政憲、中西修一、酒谷百合子、山下裕嗣、山下修平 

会議列席者 掛山事務局長、山田次長兼学校指導課長、梶谷教育庶務課長、中田スポーツ課長、田嶋文化財保護課長、

河崎屋中央図書館長、柏田山中図書館長、奥村マラソン開催推進室長、岡澤文化振興室長、 

力田生涯学習課長補佐、渡部教育庶務課長補佐 
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酒谷委員 

梶谷課長 

上田委員長 

平成 27 年第 11回教育委員会定例会開会宣言 

挨拶 

 

シルバーウィークの間はわりと、良いお天気に恵まれて、逆に運動会、体育祭の方

が雨に悩まされました。まだ小学校、11校残っていて今度の土日以降に予定はされ

ておりますので、なんとか良いお天気になるように願っております。 

もう一つは、いろいろご苦労していただいた教科書、特に歴史の教科書については

新聞などで大きく報道されましたけども、驚いたのは石川県では金沢小松加賀以外

は東京書籍、能美市が帝国書院でしたが、育鵬社の教科書を使う中学生が半分以上

というすごい数になるわけです。 

採択した結果については、抗議や撤廃と言った電話は一本もありませんでした。 

委員会事務局の方は大変だったとは思います。大変ご苦労様でした。 

では、会議の方に入っていきたいと思います。議案第41号、梶谷課長お願いいたし

ます。 

 

 議案第41号 平成26年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検 

   及び評価報告書（施策の点検評価票）について 

   梶谷課長  資料に基づき説明 

 

説明の通りですが、実際にまとめ上げたものには、これに前後が付くわけですね。

後ろの方では、委員会活動の概要というようなものが10ページほどあったと思いま

すが、今回出てきましたのは中身ばかりなのですけども、それでも、こんなに膨大

な量になるわけで、まだこれに新規のものが付け加わって、内容が修正されて前後

が付いてというふうになるわけですけれども、この短い時間内で、なかなか審議す

るというのは大変難しいことですので、継続審議ということで、現在の段階で何か

お気付きのことはありませんでしょうか。 

学校委員会というのは、あるのですか。 

学校指導課ですね。 

教育委員会、学校委員会になっていますね。これは指導課の間違いですね。 
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山田次長 

 

あまり、こういうとこは気が付きづらいですが、何かお気付きのことがありました

ら、お願いいたします。 

田邊先生に見ていただくための検討ということになりますけれども、次回にもう一

度、検討するということで委員の方々は時間のとれるところでご覧いただいてじっ

くり検討していただいて継続審議ということにしたいと思います。 

審議事項ですので、継続審議ということで賛成の方挙手をお願いいたします。 

全委員挙手 

はい、ありがとうございます。 

では、報告案件に参りたいと思います。 

報告第24号、25号、山田次長お願いいたします。 

 

 報告第24号 全国学力・学習状況調査の結果(概要)について 

 報告第25号 石川県基礎学力調査の結果(詳細分析)について 

      山田次長  資料に基づき説明 

 

全国学力・学習状況調査ならびに石川県の基礎学力調査の詳しい説明をいただきま

した。これについて何かお聞きになりたいことはございませんか。 

県の学力調査は、ずっとそういう形ですか。全学級調査ではないのですか。 

全学級調査ではないです。 

石川県はずっとそういう形です。 

全学級調査ができれば、本当の数値が分かるのかなと思いました。 

6 年生の社会以外は県より下回っていますので、全学級調査ではないから、というこ

ともあるかもしれませんが、何か対応していかなければなりませんね。 

運動会に行った時にお話をしましたら、加賀市全体を考えると、悪いところが良く

なって、平均のところはそれほどでもなかったのかなと、思うんですけども、中学

校の上がり下がりはどうだったのでしょうか 

学力調査で課題があったところで躍進したところもありますが、昨年同様に低かった

ところもあります。昨年が良くて今年がガクッと下がったというところはないです。 

全体の平均が上がったので、いわゆる課題校が躍進したというところはあります。 

もちろん集団が違うので、単純にこの学校と学校を代表しても去年の３年生と今年の

３年生を比較するわけですから、そういう比較の仕方が正しいかはわかりませんが、

そういうような傾向があります。全体的に良くなった学校が多かったということです。

去年も悪かったところは今年も悪かったということです。 

他に何かございませんか。 

8月末に成績が届きましたので9月早々から、それぞれの小学校中学校の方で対策と言

いますか検討を始めていると思います。それぞれ学校単位で公表という形になるわけ

でしょうけど早くても10月以降ですね。 

11月の教育ウィークまでには公表するようにと指示してあるんですが、点数は載せず 

5段階で。昨年と同様にホームページには載せません。紙媒体とか、プレゼンとかそう
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いうような形になります。 

ホームページには載せない。基本的には保護者に紙媒体で伝えるということになりま

すね。 

少し平均よりは上回っているということですね。これは県に対してですか。全国に対

してですか。 

両方ですね。全国に対しては割合上回っていて、県に対しては平均並みです。 

そんな形で公表が、それぞれの学校でなされます。昨年と比べて少し上向いていると

いうことが分かりましたので、これまでの、それぞれの学校の取り組みの成果が出て

きているという風に考えればいいのかなと思います。 

加賀市の教育委員会のホームページへの掲載ですが、今日のこの委員会でご異論がな

ければ、2～17ページまで昨年と同様に全員が行った学力調査ということで加賀市のホ

ームページに今月中に載せたいと思います。 

2～17ページまで、そっくりそのままですか。 

そうです。 

昨年もありましたね。では、そういった形で掲載したいと思います。 

それでは、以上でよろしいでしょうか。 

では、次に参ります。報告第26号、奥村室長お願いいたします。 

 

 報告第26号 加賀温泉郷マラソン2016 エントリーについて 

      奥村室長  資料に基づき説明 

 

何か、これについて質問ございませんか。コースは５Kｍコースを新設したというとこ

ろが、ちょっと違う所ですね。 

10ｋｍだとちょっとハードルが高くて参加できないという方もいらっしゃったみたい

で、気軽に参加できるような種目をということで5Kｍを設けさせていただきました。 

昨年度の締切も1月３１日頃でしたか。 

はい。日付は同じ日です。 

何か質問ございませんか。 

一旦中止となって、再生と言いますか加賀温泉郷マラソンとして第１回目を終了し、

第２回目を迎えるわけです。参加者の人数も増えた形で実施できることを期待したい

と思います。よろしくお願いいたします。 

では、次にまいりたいと思います。報告第27号、力田補佐お願いいたします。 

 

 報告第27号 第１回加賀市家庭教育推進会議について 

      力田補佐  資料に基づき説明 

 

加賀市の家庭教育支援条例が承認されて、実際どういう形で実行していくかというと

ころに大変注目を浴びることになるのだと思いますけれども、そんな中で家庭教育推

進会議、ここでいろんな施策を検討し実施をしていくということになるわけですね。 
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ただいま報告がございました今後の予定と、何かご質問ございましたらお願いいたし

ます。 

この講演会の講師の神川さんは、この間お話しいただいた同じような内容になるんでし

ょうかね。 

睡眠のお話です。 

あれは是非、保護者や先生方にもお聞かせしたいなという内容でしたね。 

子ども支援課にもお越しいただき、保育士さんとか保護者の方にも対象にお話しいただ

きたいというお知らせはさせていただきました。 

もちろん学校指導課の方にもです。 

家庭教育支援では、県内では初めての試みをしていかなければいけないわけですけど

も、うまく進行しますように期待したいと思います。 

では、他なければ次に参ります。報告第28号お願いいたします。 

 

 報告第28号 指定管理者選定会の結果について 

        梶谷課長  資料に基づき説明 

 

指定管理者としてではなくて、優先交渉権者としてのこれから扱いで、指定管理者と

なるときは、また委員会にかける。 

はい、委員会にかけるということで、今の予定でいきますと12月の定例会の方にあげ

ると、他の関連施設と市長局の施設と合わせて、それぞれになりますけれども議案と

して提出の予定をしています。 

第一優先候補者ということですね。 

指定管理を受けて、その時には教育委員会の方で議案として審議をするということに

なります。 

何かご質問ございませんか。 

ないようですので次に参ります。報告第29号、梶谷課長お願いいたします。 

 

 報告第29号 第３回加賀市議会９月定例会の教育委員会答弁(案) 

        について 

 梶谷課長  資料に基づき説明 

 

９月の定例会委員会関係の説明をいただきましたが、何か質問ございますか。 

教科書展示会で出された方の意見書というのを載せてくださいと、そういうものは

ないのですか。 

公開はしています。情報公開条例に基づいて公開しています。 

会の代表の方、出版会社の方。出版会社の方は次回の参考にしたいというのが大き

な理由ですね。採択の理由を次回の教科書作りに生かしたいというのが全国的に情

報公開請求されています。 

情報公開の時は、個人の特定されるものは、全部伏せます。黒塗りで、ですね。金
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沢は委員長と委員の、その2本です。ただし委員長の意見は委員としての意見なので

委員長は仕切りだけ。 

進行だけが委員長の発言、教科書に対する意見は委員としての意見ということにな

ります。 

はい、わかりました。他に何もないようですので、その他にまいります。 

石川県市町教育委員会連合会研究大会について、梶谷課長お願いいたします。 

 

 石川県市町教育委員会連合会研究大会について 

梶谷課長  資料に基づき説明 

 

研究協議が、14:30から16:00までとなっております。 

グループA学校教育、グループB社会教育、グループC教育行財政。特にかたよりがあ

っても良いという風に聞いてもおりますので、それぞれの委員さんいかがでしょう

か。 

私は講演会までは参加させていただきますが、研究協議までは都合がわるく参加で

きません。 

私は保留でお願いいたします。 

社会教育Bでお願いします。 

B－1、B-2 、B-3とありますが。どれか一つをお選びください。 

この３つのうちのどれか書いていただいて多いものが選ばれます。 

B-１でお願いします。 

これは、例えばB3が多かったら、B3の話し合いになるってことですね。 

そうです。 

土曜授業のA-3を聞きたいですが、どうなるかわからないですね。 

私はC-2でお願いいたします。では、よろしくお願いいたします。 

 

 加南地区教育委員会連絡協議会研究大会について 

  梶谷課長  資料に基づき説明 

 

その他何かございますか。 

中西委員お願いいたします。 

先日10日ほど前に茨城県の常総市で大水害があったわけですけども、加賀市一連の

学校を見渡してみますと、私の地元の動橋小学校が、一番浸水被害が想定されるの

ですけども、浸水を想定した避難訓練とか学校の建物の状況とかの見直し、隣にす

ぐ保育所があるのですけも、そことの浸水時の連携とか、というのは、どのあたり

まで委員会として想定の範囲内と考えていらっしゃいますか。 

各小中学校の避難訓練については、教育委員会としては各小中学校にお任せしてい

る部分があるのです。ただし大規模な避難訓練については、地域の方々の協力も入

れていくということになれば、例えば動橋地区のまちづくりの方々とか、これ学校
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だけでやっていても、なかなか難しい問題があるのです。防災スクールは今回、東

和中学校も動橋小学校も対象になってないですね。 

なってないです。 

今は緑丘とか三木で防災スクールをしています。仮に避難所となった場合の設定等

については、そこで訓練はされているんですけども、動橋小学校、東和中学校につ

いてはやってないのです。今、ご指摘いただいたので、こういったことを防災担当

課の方にもなげかけてみます。それに、中島あの辺は水害の一番恐れがある所なの

で、過去にも必ず避難所を開設している所なので、学校独自でやるよりも、保育園

や地域の人と協力してやるとか、そういったことができないか相談させていただき

たいと思います。地域の防災リーダーの方とか、そういった方たちも加わっていた

だかないと、なかなか難しいと思うので、ちょっとお時間を下さい。 

また次回に報告できたら報告させていただきます。 

10年位前に水害に襲われた時、東和中学校は避難場所になりましたよね。あの時、

動橋小学校というのは。 

なってないですね。避難指定場所にもなってないです。 

あの時は、水はどこまで。 

玄関ぎりぎりまで。あそこは、決壊したら必ず水がつくんです。 

決壊したのは、鉄橋から下流なので、合河の方なんですけども、動橋小学校上の方

も危ないと言われる所もあるんですけども、もともと低い所で動橋川に水が流れ込

む所の水路を閉めるというか、逆流を防止するために閉めます。そうすると排水が

できないので水がたまる。動橋小学校の所はそういうので低い所なのです。保育所

のほうが、ちょっと高い。小学校の交差点のあたりから、上がっていく。小学校前

の交差点あたりが一番低い。 

小学校あたりは避難所にならない。一回しようかという話もありましたが、結局、

分校小学校を開けていただいた。東和中学校と分校小学校。 

もし水害時に、現実的に学校がやっている昼間に分校まで避難できるのかというの

がありますよね。 

堤防工事はいつまで。 

動橋水系は川と柴山潟まで含んだもので、そこに対して県がいくら入れているとい

うもので、一番お金をかけているのは柴山潟の堤防、町内に水が入らないようにと、

そのお金も川の改修と一緒なので動橋川の改修は中島町が立ち退きしましたので、

そこから工事はほとんど止まっているという状況です。今少しずつ動き始めました

が、今、合河の方に少し用地買収に入っている。動橋川の方も河口を曲げて御橋川

とぶつからないように、今は、動橋川はまっすぐ出ている。そこに御橋川は斜めに

きている、出口で水と水がぶつかるので、そこで動橋川を曲げてでるようにという

改修です。 

やっと、周りの所で水が貯まるので、下の所で水が貯まるようになると、上の方が

今度、どこで詰まるかなんですが。 

中島、合河あたりが、どんどん貯まると。堤防が切れると水害になります。 
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学校単位だけで避難計画なり防災計画は立てられませんから、可能性として想定外

の線を引くのは難しいですから、動橋小学校あたりは、加賀市の中では一番水害の

被害を受けやすい地域だということもありますので、対策を考えなければいけない

かもしれないですね。よろしくお願いしたいと思います。 

他に何かございますか。 

では、次回の予定を梶谷課長お願いします。 

梶谷課長 

 

上田委員長 

10 月 26 日月曜日、午後１時 30 分からでお願いいたします。会場は、また後日ご連

絡いたします。 

他に何かございませんか。なければ第 11 回定例会を終了いたします。 

 

 

 

ご苦労様でした。 

 

 

 

以上、会議の顛末を記載し、会議録を作成する。 


